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β正ニュース
朝 日新製鋼株式会社堺工場納

連続式亜鉛アルミメッキライン完成

口上鮒′F軒こ､はこのほど,メッキ柳〕謹竺道設巾fほr‾1新巻法網株式二‡

社塀_い易へ納入した.一

本捌riiは･トト延織て･1十妊さJLたストリ､ソプ(脚融壬大1,230111111､)

別〃f〔ら｢たこゝうト▲l鳩ほたはア′しミの2力式の/くッキを1舶巨とするわ

l叶恥T12+てソトカノ〔♭1)辿縦設肘‾:コ, 亡良円け弓削l子1ができる向

楓什1新鋭ご川7トニぁるし.設計にあたっては テンシ+ンレベラー,

プーリンブー′=-フー テンシ≡了ンユニットなど新埋打品をIi‡]発したニ

ー言‾Jもた+--Hミとして∴三iこl新製鋼株式会社との州司研究に+こって,己.壬
心‾1ローーニメソキ刀払こか謹っる特殊ガスによるメッキ付着_｢如)調整

室J=ンニ､リトプロセスを捕川し､ラインう重度9011ュ/minが限界とさ

′Lていニヒも′ンつを120叩/′′l--inの山新ヒに成功,j出餌付右品州与一件

土忙i･jい▼‾i】､′さした■肘‖-■キーーー)t二るここ小できる汁並のレベラーて

恥l二小1+碓㌔こ∵く:､】りウJ)-Ⅰト1工ノ人,小川び.∴了てナソトなどレつタ｡巧

止fで.テンションな十∴⊥ることにエり子J‾▲なう6ユ設のテンションしベ

ラーなノノ訃kさせた- =二′=ノ｢〕柑j壬.iミ`んさ_Ⅰ′ゴエひ帖方lこ-Jの山勘調心な

什ヒい･エソトノーしノつ什ヨミ⊥托少なくLて能率を上げた-.木訓f～iL-〕

壬テローラに∴=料Lクニラlナンも‡むトJ･けノレーフ■ヵーのストリップサナ

ーニ､ドーラに(畑作結件の十∴ナLたへりン′1二一ノナナロンローラを

六法け･さr三Jこ′L-フ小一爪人側J-1-㈹に∴丈センターーーリング矧還を置き

トラッキングl妨Illをしたrl

また･油続焼鈍灯1こはEF祉(人付蜘1ヨ株式三て社鮒′｢)の新技恥二

∴る兜仁酸化炉ろ寸言川jした新鋭別行てあり,∵卜子‾+こユ50Ⅰユー/minまてこつ

､ヒ=一ド7‥ノブが号粧されている._

由三越･銀座店納

特殊形全透明式エスカレータ20台工場完成

日‾i禎連作所て∴ここのほど,三越･銀仙iに納人する120()C-NN特

殊形全通ル〔ェ‥八→Jレーメ20ナ7をシこ弧仁一け現地抑付[いであり,常

業避虹は1()月〃)う1山一:方〕る｡

今恒Jの受柱は･ルニ7二C形エスカレーメのすく'､れた性能とざん荊な

感′荘の意匠かt 伝統ある三越に認められたヰ)のてある｡.

二のエフ､カレータほ,了!ヒカ欄ビルに納人Lたェスカレークと剛仔

▼二､あるれ 屯悍な二加千感光として乗掛‾lまわり,㈹‾｢ぉよび外弘部

分に/㌻までに取り扱ったことのないデザインを加えた妄壬華なもの

∴ 口本一の繁Jl碓守‾である銀座の小心にふさわしい試級エスカレー

メといえるこ-′なお,エスカレークほ,姑内の中央に挺列交差iCで設

『■亡さ′れる｡

おもな仕様は形式:1200C-NN特殊形全通明式,階高:H=4,500

mnlX2子丁,H=4,2601-1nlX2台,H=4,200n-1TlX2台,H=4,000

n-mX2台･H=3,600mnlX12ナ‡,速度=27In/min,柏送能力:

8,000人/hである｡

1｡窒11 油綻式l】ti統一アルミノ･ソキライン

卜く12 特殊J仔乍通｢リJ式エスカレータ
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■2次元番地付方式による世界初の

タイムシェアリング･システム 完成

｢-1淵†′肺でほこのほと∴根太学との共同肝紅‾JL一三ー/)さ∴2_i■ミニ

元番地付方式(Two DilTlenSionalAddressing以‾F◆2DA士恥-;+.･

によるタイムシェアリング･システム(Time Sharilュg SysteIilい

‾FTSSと略記)の開発に成功Lた-ノ 使用した計算機はR立襲廷作珂カニ

さきに開発し,東京大学大彗牲電子計算機センターその他の七∴- ■丁一

に設置されているHITAC5020である｡

この方式ほタイムシェ7リング方式についての文字どこざゴニ)伸二界りつ

指導的役割を訴じているアメリカのMIT(マサチューセッツ工科大

学)が1965年秋,今後けた形のTSS用として掟I1.亡1Lた画期的方式

であり,布地什方式の下命と】ほ.れているものである.=.現在,7く

リカにニテゴいてはMITのプロジェクトMACの研究グループ,BELTJ

研究所およびGE杜の3省三∴共同てMULT工CSという名前r:,そJlニー

ソフトウエアをIJf+発小｢ア)ものである=

わが国で,この方式の開発を行なっているのは,東京キ､jご二±F二にて

製rF所とのブ=司グループだけであJ),しかも,おひぎ元の了メ::プニ

でもまだ開ヲ己の途上にあるにもかかわらず,わが国の不粋究開発ブ･ニ

ープがい､らJ‾iユくその開発に攻功したわけてある∴/｢校,情報産業し｢

巨大化に伴い槌夫形計符機システ∴カニ要ゴミされること:三明らかと一r亡【,

われるが,このような人形システムこ㌢ゴける本格的ご√イエナニ

ソグにこたえる鵜礎技恥ノ〕-･つJ′ン■こここに確立さjlたもンつと入る二三

ができるこ.

2次ラ亡番地付方式のもとこ字ゴける_タイムシェ7リン∴ブ･シてテ∴

は従来の方式に比べて次に述べるような七きな特長をもっている.二

(1)プログラムに対Lてほ,コアメモリの容量の制限が事実上

摺廃さjtる.-′ つまり,コ7の才声量ほ無限にあると巧-ユてプ

ログラムを作ることカ∴了きるこ

(2) プログラムの共[】/うこ高能率ででをる二､この結果プロゲラム

の同i特処刑ミの能率)′〕こ:拝しく向上-ナるて_

(3)従来の方式では仰†キ処即r‾了きるプログラム･ノ〕数に制限:た

松晦転-

○諾

ぎ(_-

一芸萱ノ泌ノー一山髪義輝攣孟ノ■義

一
類､巧

亘林立

一等
;′

穴珊▲
-〟ノ 鮎ニ

〉1議

回3 2次元番地什プブノミ･i･こよるタイムシェアリンク'｡･ノステム

とえば8とか20とか)ノ′ンニあ/1たカニ.こうニr)ノ士制限+エー事実

上なくなる｡

(4)プログラムjPデータ叫札推力■こ,プログラムのあるまとまっ

た単位(これをセグメントと呼んでいる)ごと･こぅこ全に行な

ズ_七)ゥ

(5)ユーザーのデータノウプログラムほ,すべてフ71′ルとして

フ7イル･システムに格納でき,プログラムの`+三川時にほ,

実際に必要になったソ丁イ′レをそのILL点で動的に取り出し

結合させることがきわ〟って容錫にできる｡したがって,従

来のリソケージ｡エディターのようなものは必要‾でない｡

(6) プログラムぴ‾)大きさ一～Pデータの品ほ与三行中に必安に応じて

日出に仙術させることノウてできる｡

盟LTPト ランジスタ開発

Il榊H36年以来シリコン半導体におぃ)-る表面安定化技弥ト7〕範要性

に着日し,研究,開発を続けてきたが,このたびLTP(Loヽ1▼TelllP-

erature Passivation)技術を完成し,こjtをノ芯用したL′rPトラン

ジスタのi払Ii‾P-化に成功した二.

LTPトランジスタの基本となるLTPプロセスは,電気的に`女定

,ウ′iに卜く＼

PニOj

コしノダ■l■LL_!心､nl

(n■)

f=]ン拙

コレジ∵ウ`■に帖

図4 LTPトランジスタの断面構造図

でかつ耐湿性もすく､'JLた去=小安一′上化担朋党を作成するものて,従来の

プレーナプロセスが約1,2000Cの∫亡甜六卜ごこじ成されたシりコソの熱酸

化持莫を用いるのに対し,LTPプロセスでは400､70〔)℃の比較的低

温で気相化学反必によってシリカ(SiO2),ア′レミナ(A1203),酸化鉛

(PbO)および懐化りん(P二05)などで図1のごとく多層梢造に形成

したガラス層を表面安定化さ削史として使用することに特艮がある｡

LTPプロセスは,高批の拡散_1二程で生じたプ三内付近の不適当な

図5 ⅠノTPトランジスタ
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不純物および熱ひずみ層を化学的に除去し,清浄な面に低温で新た

に,シリコン酸化膜を形成するため,LTPトランジスタとしては,

碓普特性がよい 高逝耐正が得られる,低電流での電流j馴高率が高

いなどの特Jミを右している二

LTPトランジスタとしては高信蹟の低純音トランジスタから､

コレクタ耐仕300Vの高進耐圧パワートランジスタ,さらに,LTP

膜の耐湿性の大幅な向上にエリ,高性能のレジンモールド形低雑音

トランジスクにわたって広穐閃に製品化しており,HiFiアンプな

四国折格子の国産化の成功

[1立製附‾叶てはこのほど,わが国で初めて回折格子の国産化に成

功した｡

回折格子は,両群10×10mmから100×250111mの光学面に研

摩された金属板,あるいはガラス板上に1111m当たり数本から数千

本の抑い平子+一向線を等間隔に引いたものてある.rl叫折格子は,分光

分析装置の分光器の心臓吉㌃:ある光を分ける分散子として最も重要

であり,その使いやすさ性能てプリズムの数一汗から十数倍になって

いる｡この回折格子の抑線の各l郡】和も 成風こ一ン王でなければなら

ず,しかもこの射線の断而は,-リーえらノーさLた仁■+度をもつのこぎり歯状

をしている必要がある.〕ニの回附二待ナの祝を引く機械をルーリング

ニンジンと称する｡

ルーリングニンジンに要求される枯止ミ土メ出精密で,紙線間隔の精

度は±0.01ミクロンを必要とL,さらにその平行度も同程度の精度

でなけJt.ばならない｡

ルーリン′ゲニンジンほ,丁メリカで開発さJLたためほとんどアメ

リカにあって,わが国で分光器をつくるためにほ回折格子を全詔;ア

メリカから輸入しなければならない｡輸入をするにしても細線の本

数,のこぎり歯状断面の角度などが臼由に選べないため,性能上て

の弓剤生と高密卜な星川1を強いられている｡

口立製作所でほ,昭和40年にこのルーリングエンジンを完成さ

せ以後調整を施してきたが,このほど,アメリカ製回折格子にまさ

るとも劣らないものが数種てき上がり目立製作所の分光語注に抗赦さ

れ,製品として出荷されるようになった｡

回折格子の精度ほ普通の精密枚械の精度をはかるに越える精度を

要求するため,特別の技術を駆使してこの精度を得ている｡ルーリ

ングエンジンは,ブランクを]三ネジで線間隔だけ送ってとめ,ダイ

ヤモンドカッタで細線を引くのが古くからアメリカで行なわれてい

る方法であるが,この方法では1/100/∠の桁度のルーリングエンジ

ンを製作するのに日数が10～15年の長年月を必安する｡この欠点

を除くため日立製作所では光の波長をものさしとして距離をはかり

ブランクを送って,そのずれを自動f桝御で補正する方法をとった｡

さらにブランクは停止移動を行なわず連続移動し,ダイヤモンド

担世界で初めての全自動洗濯機

ノンタッチ(PF-560)発売

PF-560は日本ではもちろん,世界でも初めて渦巻式全自動沈滞子

機に織維別の選択ができるチャンネル方式を採用｡洗たく物に合わ

せて洗たく水流･脱水のスピードを自由に調整できる新設計である｡

ど音響機器,テレビ,ラジョーなど一般1亡生機器の用途をほじめ,通

信用,計測制御用などの高信煩度を必要とする用途に広く使用され

て良好な結果を得ている｡LTPトラソジ_スタとして製品化してい

る製品の例を図2に示す｡

LTP技術の応用ほ,これら単体トランジスタの高性能化 高信倍

化にとどまらず,さらにq三桁回路における多層配線,表面保捌莫,

高精密拡散などに応用され,半導体工業に欠くことのできない基本

技術として,今後一段と発展することが期待される｡

一触

岡6 ルーリ ングエンジン

カッタの動きに榔切させている.｡

この方法を‡訓]するiこはまず機械本体を桁符僚械の限非まで精度

を上げて聾竺作L,その残ff

なる｡

を自動制御により補正することに

l二l立製作所n′ンーtjングエンジンで在廷作されたl自=斤格子は66.6,

12(),15∩,2㈹.600,1,4()0木′′/mmの各種あり,寸法は10×10mm

から75×150nllTlに及ぷ〔はじめの4椛は赤外抑或,あとの2種ほ

可視から紫外_光風城の分光分肘l如こ使用されるものである｡これら

しr)阿机格了-の抑拙=棚講話ワを差は().01ミクロン(.10方分の1mnl)にな

り,こイいづこ10Ⅰ-1Ⅰ¶から150111mにわたって引かれている｡この回

折格子は,アメリカから輸入すれば価格は1枚数万円から数十万円

にもなるので,分光器メーカーとしては分光分析装置の心臓部のた

めぜひ自製したいものであった二,また回折格子は,上に述べたよう

な精度の高い細線を幅広くもっているため標準尺として使用するこ

ともでき,これを依ってTr｢機械の日動制御や長さ,角度などの精

密汎定に班用できる｡

このようiこして広い蛭川範閃をもつ回折格子が,わが国で初めて

実用になるものとして製作されるようになったことはわが国の技術

の向上を内外に示するものと考えられる｡

外国製l忘'■の輸入から始まった口本の電気弧･■`f㌧機の雁史は,戦後の

打慣ブームによる詣要の着丈なJ別口にささえられて,次々と技術革

新がなされ,｢1本に合った洗濯機の開発に全力が注がれてきた｡一

方,沈滞殿は家事合理化のバロメータとなり,生活必需品として定

着した｡今後の家電品の方lこ!】は【‾全自動化+であり,洗描機の分野

では｢全自動洗濯機+が主流となるものと予想される｡
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870

日 立ニ ュ ース

口上聾望作所では,この幌向をいち早く察知し,日本し丁〕洗催附円に

合致Lた全口動洗縦位の研究開発に着手Lて,‡朋口40年に別巻式

の全自動沈淀機ノンタッチ(PF-500)を充ノこし,全l‾モ1動時代のF川滋

となったのである｡.その後も研究を土琵ね､PF-550に

モデ′レナェンジし 適絹産業部グッドデザイン繭■■‖-1遭

)と,il本電怯【二業≦ミ発達賞受賞と郎かLい成災をあけ

`▲全仁一動げ_)=-ンニ”とLて圧別的シュ7を誇っている.′1

桝ノン タlソナPF-560はPF-550しり甜十巨能に,さら

に魅‾力のあるノ: 卜を‾ノこ暗に追加1した｢全山動の本

格i7た_てあり,買‾f利札二ほいった沈iィrrj機′t/.洩の要求に

十分こた二一Lる肘†け)二魯=r■Ⅰで,今日勅r′【川10イぎこし11才上州+せ

紙袋した新製訂1-‾･子ある.二､

荊ワンク‥ノチPF-560の特大とLてはし_i､二･糾維別チ

ャンネ′L方式を揺ffj:沈たく物に′f†わせ,沈た･て水流

土脱水スピードを強弱4とおり(･こプロ_ブラミングでき

るじりで.‾もめんからり山ノレまであらゆる繊維を安心し

て枕ノ1て絞れる_:｡.鑑■･2段水位調節:洗たく杓の多少

こより,高低2段に水去ヒを調整できる水位克郎いrイヤ

∴ニシン)いているので.水のむだ,沈剤のむだン立退放L

ナニこ･､主･･一度に2kg洗って絞る大形洗濯･脱水柑なの

ニ,能率的な洗濯ができる｡､④脱水F】概数ほ如分910

回転｡一全自動では凪ご占速である｡

ニのはか,全自動でほ損もコンパクト設計てあり,

_jl沈･2蛇批､も可能な自動･洗壮2サイクルタイマーなど使いや
すい親切な心づかいがすみずみまでゆきわたった魅力あふれる新製

‡-占ぃチある｡

Ⅷw′ノノ”仙′･ケ･W㈲w=--′”ち

′葬二‾轡
_--- ぎ喝を

｡㌢‾…`■■′〟ノ

群′÷で油潔冴鞠照学㌢竿㌍欝芋以軌_--
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…編集後記･･‥

′リ+発郡軒のぞ如こ貸さき循環三水門門言二系は､復水一語Fけ)冷仙こ必要な水な
水㌻三てンブでくム+二げ,役水旨詩,一行純れ 配･′iiてこをう包し∴‾こ排水ぎ措に

水を排Hする系統である｡

銭ゝ電などによるホンプ駆動力のラ】さプこによって,配11て二系内にどのよ

うな上1三力変化が生ずるかの理論解析プノ法について∴火力尭屯所循環
水配管系の水撃現象の解析_+では,1利生曲税法を用いて芯子計彗別蔑

により数値的に計‡丁する新しい解析方法とその試験結架を報告して
い匂｡

斗!て来,さらにポンプ系の復維･高性能化が考えらカーしるカ㍉ ㌻〔ンフ

系過渡現象の理論附和こ一助となj‾しば辛いであるこ.

◎

長さ2,376m,交通もし1,580台/よ咋,換気止372Im3′′ノノs,こjtほ同迫

13-り,根にある東二淑子トンネルの概説である｡

｢東灘チトンネル損失も設僻+では,本トンネノL･の内坑】Ⅰ送気乙一二｢供流

式換気設俄について, 設肺iの概要､現地の甜験

結果などを述べている｡

漑Jlごりする交通‾ヱ1=こ伴い妓械換気を必安とするトンネ′′しが増加して
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乱丁落丁木ほ発行所にてお取りかえいたします｡

車･ゴリ 叫イ〔をfJ､土た論文と‾こミ`えよう._

ゐ
36帆iチエが快けノLな貿くこ3001Tl/111in｢_Ⅰ

Llr

2汁
一

【
1

一‖r.L!1Jl

ンベータほ,ま

さに,大空へ伸びる縦のハイウェイであろう｡口立製作所では独自

の技術によって,超副ヨビルの中枢的機能を果たす昇降較設備に対

し,設計一製作に関する新技術の開発を重ねてきた｡

本号は,日立鮒乍所のエレベータ研究技術帥の技術成果を,300

111/minギャレスエレベータの開発,全自動群管判与の問題,エレベー

タの信煩性および振動解析など,数々の技術成果を｢超高層ビル用

エレベータ特鍍+として編失した｡
ビル什ごJ▲代を迎え,帖宜を打た二法茄ある論文ガ三と言えよう

◎

巻部iの【一家一言にほ,絶島建設株式会社別社長東京大工､f:名デモ教授

工学帖+二滋･℃藤清上亡より,十勝沖地‡三における1占が関ビルの耐㌫性を

説かれた+‾十J馴如出㌫と苗が幽ビルについて+と越する王机をいた
だいた〔J

特に,本誌のた捌こ寸暇をさいて机を鞋さjtたご好古にJ‾寸･し,わ竺く

感謝の意を表する.【､
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